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令和 7（2025）年度ズワイガニ日本海系群 A海域の資源評価に関する 

令和 8年 2月 2日付調査・評価部会長宛事務連絡の検討 

 

 

別紙にある令和 7 年度ズワイガニ日本海系群 A 海域＿事務連絡（試算依頼）への対応と

して、下記の通り検討を行った。検討に関する議事次第、検討の経過および本件に関する検

討機関は以下の通りである。 

 なお、試算結果の回答は「FRA-SA2026-SSC03-901」の通りであり、3月 12日（金）

に神戸市で開催される、第 6回資源管理方針に関する検討会（ズワイガニ日本秋系群 A 海

域）においても報告する予定である。 

 

議事次第 

日時；2026 年 2月 16 日～2026 年 3月２日 

場所：メール会議ほか（2 月 20 日（木）の担当者会議における説明も含む） 

議題：令和 8 年 2 月 2 日付 水産庁からの事務連絡「ズワイガニ日本海系群Ａ海域の資源

評価に関する試算等についてのお願い」への回答に関する検討 

 

検討の経過（議事概要） 

以下の確認があったものの、水産研究・教育機構が作成した回答案に関して加筆修正を求

める意見はなかった。 

（１）「上限 3,000 トンを適用したβ=0.8or0.7 のシナリオにおいて、上限 3,000 トンが

適用されたのは、2026・2027 年に思えます。この２か年に上限を設けたことで、上限 3,000

トンを適用しなかった場合の β=0.8or0.7 に比べ、2028 年以降の漁獲量減少がマイルドに

なったという認識でよろしいでしょうか？」 

→ その通りの理解です。2028 年以降に想定される資源減少が緩和されるというのは漁

業の安定化に貢献すると考えています。 

 

（２）「目標管理基準値案を上回る確率が 2028 年だけ大幅に低下しているのは現状の若

齢（雌雄９齢あたり）が少ないことが影響しているという認識でよろしいでしょうか？」 

→ そのように考えております。2029 年以降につきましては、再生産関係の予測値で精

度が低くなっておりますが、今後の調査結果で情報を更新していきたいと思います。 

以上  
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本件に関する検討機関

* 三重大学

* 福井県立大学

* 東京海洋大学

地方独立行政法人 青森県産業技術センター 水産総合研究所

秋田県水産振興センター

山形県水産研究所

新潟県水産海洋研究所

** 富山県農林水産総合技術センター 水産研究所

** 石川県水産総合センター

** 福井県水産試験場 海洋資源研究センター

** 京都府農林水産技術センター 海洋センター

** 兵庫県立農林水産技術総合センター 但馬水産技術センター

** 鳥取県水産試験場

** 島根県水産技術センター

山口県水産研究センター 

水産研究・教育機構 水産資源研究所

水産技術研究所

  *有識者

**参画機関
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